
 

鹿児島県水泳連盟医科学委員会からのお知らせ 

～ 女性選手のサポートについて ～ 

 

 

 鹿児島県水泳連盟医科学委員会では、平成 22 年度より、女性選手の医事相談

を始めます。 

 

 

 日本体育協会公認スポーツドクターで、産婦人科がご専門のお二人の先生 

 

楠元博彦先生   やはたウィメンズクリニック 

           鹿児島市下荒田三丁目 30-7（電話 099-254-3661）     

   

堂園光一郎先生  堂園クリニック 

           鹿児島市下伊敷一丁目 7-6 （電話 099-227-0303） 

 

  

 女性選手ならではの問題やサポート方法（例えば、試合日程と月経周期、月

経による体調変化、月経痛、無月経など）に関して、女性選手やその保護者・

指導者が、直接、相談できます。 

 

 クリニックに電話をして、「水泳選手」であることを伝え、相談日を予約して

ください。 

 

間接的に相談したい場合は、県水連医科学委員会の橋口へ連絡してください。

メール件名に「水泳選手」と必ず記載し、パソコンからの返信メールを受信で

きるように設定してください。 

 

 

 

 

＜この件に関する問い合わせ先＞ 

 鹿児島県水泳連盟医科学委員会 

  橋口知 tomo@edu.kagoshima-u.ac.jp 



 

鹿児島県水泳連盟医科学委員会からのお願い 

～ ドーピング防止教育について ～ 
 

 

ドーピング防止規則は、毎年 1月 1日に更新され、1年間有効です。 

 

2010 年は、下記の 3項目について、選手に確認をお願いします。 

 

 喘息や気管支炎などで、薬を使うことがありますか？ 

 

 糖尿病や潰瘍性大腸炎などの病気で、治療を受けていますか？ 

 

 薬局で購入できる薬・漢方薬・民間伝承薬などを使用していますか？ 

 

上記の3項目のいずれかに該当する場合、医科学委員会に相談してください。 

 

 

特に、喘息や気管支炎などの呼吸器の症状を持つ場合、専門医療機関で検査

を受けて適切な診断と治療を受けることをお勧めしています。 

 

使用する薬剤等とドーピング防止規則との関係を知りたい場合は、鹿児島県

薬剤師会薬事情報センター（電話 099-257-2515 FAX099-257-2516）も活用して

ください。薬事情報センターでは、日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツ・

ファーマシストの資格を持つ薬剤師の先生が相談を受けてくださいます。 

 

※薬事情報センターへの相談には FAX（別紙様式）を用いてください。 

 

 ※薬の名前、会社名、使用日を記録に残すようにご指導をお願いします。 

 

 

 

 

＜この件に関する問い合わせ先＞ 

 鹿児島県水泳連盟医科学委員会 

 橋口知 tomo@edu.kagoshima-u.ac.jp 

 



ドーピング禁止薬に関する問合せ用紙（薬剤師会ホットライン用） 
 

（社）鹿児島県薬剤師会 薬事情報センター 御中 
   FAX 番号 ０９９－２５７－２５１６ 
 

問合せ日：      年     月     日 

所  属： 鹿児島県水泳連盟 

氏  名： 

電話番号： 

FAX 番号： 

※ 回答は FAX で行いますので、FAX 番号は必ず記入してください。 

質問者の基本情報（該当するものに○を記入してください。） 

質問者の分類：選手・保護者・指導者・トレーナー・医師・ 

       その他（                ） 

使用者の基本情報（該当するものに○を記入してください。） 

① 薬を使用する方の性別： 男性 ・ 女性 

② 薬を使用する方の年齢： 10・20・30・40・50・60・70・80・90 才代 

③ 薬 の 使 用 状 況： 未服用 ・ 服用中 ・ 過去に服用 

 

問合せ対象薬 ※備考欄にはその薬物に関して特別な事項がある場合に記入してください。 

製品名（フルネーム） 会社名 備考 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 


